
議 事
Ⅰ本日のテーマ ：

● JSTCT学会総会（3月）案内
3/21～3/23東京国際フォーラムで開催
HCTC関連の内容が多数 3/22にHCTCLaboも開催予定
分科会メンバーの発表予定者

横浜市大病院秋山氏：3/22 9:00〜ワークショップ
東海大学三枝氏：3/22 14:40〜一般口演座長
琉球大学病院聖路加病院本間氏：3/22 14:40〜一般口演発表
平良氏：3/22 ポスター発表

浜松医大の影山氏・三井氏： 3/22 ポスター発表２題
国がん山崎氏： 3/22 15:10〜 シンポジウム
静岡がんセンター永井氏：3/23 14:25〜チーム医療２

● 認定講習申請開始（3−4月）案内
例年どおりであれば3月末～4月初旬に講習Ⅰの募集開始予定

● 先月のJMDPとのミーティングについて（山崎）

PBSCドナーの2週間内の採取前検診についての話し合いが主体、
検討事項をJMDP持ち帰りとなった
議事詳細は議事録を確認頂き不明点等は問い合わせて下さい
＜メンバーからの感想＞
・2週間内の検診の可否という議論ではなく別の論点がないか疑問が残っ
た

・入力作業をしても郵送が必要な手続きもありロスが多い
・全体的なコーディネート過程についてラフに話し合える場がほしいと感

じた
・本人確認検査の待機で★☆マークドナーを活かせない

・制度全体のもたつきに、もやっとした感じがある

・院内手続きよりJMDPとのやりとりに時間がかかる
・FAXの使用、書類上のやりとり等ロスをなくすことが早道ではないか
・出された意見へのフィードバックがないままで貴重な機会を活かせてい
ない

● HCTC配置状況確認（三枝）
HCTC関東南ブロック内の配置状況の確認；100%配置(LVCは除く）

● 次年度の活動構想（山崎・三枝）
今年度の分科会の目標と成果を振り返り、共有
・Q&A集・認定取得支援・お役立ちツール作成・JMDPとの情報共有（年1
回）・9月定例会で小児コーディネートについて開催・11月にセミナー
を開催など
次年度はどのようにしていくか
開催間隔・時間については、現状維持
HLA研究所との会合予定がありメンバーから話合い参加の要望はあるか

→5月か7月の辺りで企画することを模索
小児、他企画、セミナーなどはどうするか
→小児座談会設定、10か11月頃のセミナーを計画
次回分科会は5/24を予定、司会・書記は持ち回り制度を継続

● 告知：3/9 食事と腸内細菌叢について勉強会 東京開催・WEB参加もOK

Ⅱ次年度初回のミーティング開催日時

2024年5月24日（金）17：30～18：15
司会：三枝、書記：未定
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日 時：令和６年３月１日（金）１７:３０～１８:１５
場 所：参加者各施設（Web Meeting）
参加者：計２５名（うち開催関係者；４名）、 施設（埼玉２・千葉２・神奈川７・東京７・静岡２・群馬１・沖縄１）
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